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清  

隆

　私
に
と
っ
て
、
昨
年
は「
貴
重
な
経
験
と
感
謝
の
年
」で
し
た
、

一
昨
年
３
月
に
市
議
会
議
長
へ
就
任
し
昨
年
の
５
月
１
日
ま
で

の
任
期
で
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
政
府
や
国
会

議
員
へ
の
要
望
活
動
や
各
種
行
事
の
参
加
な
ど
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　又
、
４
月
に
長
崎
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
５
期
目
の
挑
戦

で
皆
さ
ま
方
の
多
大
な
ご
支
援
で
当
選
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
、
感
謝
す
る
の
み
で
す
。

　長
崎
市
が
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
最
重
要
課
題
は
、
定
住
人

口
減
少
対
策
で
あ
り
抜
本
的
な
対
応
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　一昨
年
の
人
口
流
出
は
転
出
が
転
入
よ
り
２
，３
７
６
人
多

く
全
国
の
市
町
村
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　長
崎
市
の
直
近
の
人
口
の
推
移
は
、
平
成
30
年
11
月
１
日

か
ら
令
和
元
年
11
月
１
日
ま
で
の
１
年
間
で
５
，２
６
１
人
減

少
し
て
い
ま
す
の
で
、
長
崎
市
に
及
ぼ
す
財
源
の
影
響
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、①
労
働
力
人
口
の
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響

②
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
子
育
て
・
教
育
へ
の
影
響

　③
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
医
療
・
福
祉
へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　今
年
は
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
、
長
崎
駅
周
辺
の
整

備
、
交
流
拠
点
施
設
の
建
設
や
市
庁
舎
の
建
て
替
え
な
ど
、

将
来
の
長
崎
の
ま
ち
の
基
盤
を
つ
く
る
施
策
が
待
っ
た
な
し
で

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
議
会
と
し
て
機
能
を
更
に

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今
後
と
も
、
長
崎
市
の
発
展
の
た
め
、
市
政
の
活
性
化
を
目

指
す
と
共
に
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
生

ま
れ
育
っ
た
長
崎
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、

住
み
た
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
郷
土
長
崎
の
発
展
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方

の
旧
に
倍
す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
良
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
皆
様
方
に
は
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
成
か
ら
令
和
と
な
っ
た
昨
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
り
８
月
の
九
州
北
部

の
集
中
豪
雨
、
９
月
に
は
千
葉
県
周
辺
に
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
台
風
15

号
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　長
崎
市
も
昭
和
57
年
７
月
23
日
に
集
中
豪
雨
に
よ
り
死
者
・
行
方
不
明

者
２
９
９
名
の
長
崎
大
水
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
、そ
の
当
時
を
知
る
市
民
・

議
員
・
職
員
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/
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わ
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　市
民
ク
ラ
ブ
は
、令
和
元
年
10
月
18
日（
金
）

に
田
上
市
長
へ
、令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
向

け
て
の
政
策
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　要
求
書
は
、市
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
や

市
長
が
令
和
元
年
度「
施
政
方
針
」で
掲
げ
た
、

新
た
な
重
点
プ
ロ
ジェ
ク
ト「
こ
ど
も
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
長
崎×

若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
ま

ち
を
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
ま
ち
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」な
ど
に
関
す
る
要
望
や
人
口

減
少
・
大
型
行
事
・
平
和
問
題
等
を
含
め
て
、従

来
の
内
容
も
踏
襲
し
政
策
要
求
を
大
き
く
８
項
目
に
つ
い
て
提
出
し
ま
し
た
。

　政
策
要
求
の
回
答
は
、２
月
５
日（
水
）に
受
け
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
主
な
重
点
課
題（
抜
粋
）

⑴
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る
環
境
づ
く
り
と
健
全
な
子
ど
も
を
育
て
る
社

会
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
た
め
に

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」未
設
置
地
区
へ
の
設
置
を
進
め
る
こ
と
。

⑵
高
齢
者
交
通
費
助
成（
70
歳
以
上
）の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
を
図
る
こ
と
。

⑶
仮
称「
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
」の
設
置
に
つ
い
て
は
、地
域
事
情
に

合
わ
せ
て
自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
へ
の
十
分
な
説
明
と
地
域
住
民
へ
の

意
見
を
聴
取
し
十
分
な
理
解
の
も
と
進
め
る
こ
と
。ま
た
、地
域
の
担
い
手

が
少
な
い
小
規
模
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
対
し
て
も
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
。併
せ
て
、自
治
会
加
入
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
に
も
努
め

る
こ
と
。

⑷
企
業
誘
致
で
雇
用
確
保
、定
住
人
口
の
維
持

　
　将
来
を
担
う
若
年
者
の
県
外
流
出
防
止
策
の
取
り
組
み
を
強
化
・
維
持

す
る
と
と
も
に
、企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
県
と
連
携
を
図
り
、正
規
雇
用
の

拡
大
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

⑸
長
崎
駅
周
辺（
尾
上
町
〜
幸
町
）の
環
境
整
備

　
　新
市
庁
舎
・
新
た
な
文
化
施
設
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
含
め
た
長
崎
駅
周
辺
整

備
・
新
幹
線
整
備
と
連
続
立
体
交
差
事
業
と
民
間
で
建
設
計
画
の
ス
タ

ジ
ア
ム
等
大
型
事
業
の
建
設
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
先
と
連
携

の
も
と
、完
成
後
の
交
通
体
系
な
ど
十
分
精
査
し
万
全
を
期
す
よ
う
努
め

る
こ
と
。 令

和
２
年
度
「
政
策
要
求
」
を
行
う
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会
副
会
長

g

女
の
都
地
区
青
少
年
育
成
協

議
会
顧
問

g

長
崎
市
消
防
団
第
三
分
団
後

援
会
副
会
長

g

長
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
西

浦
上
東
部
支
部
副
支
部
長

【
そ
の
他
】

g

長
崎
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
長

g

瓊
浦
学
園
評
議
員

　
市
民
ク
ラ
ブ
は
、令
和
元
年
10
月
18
日（
金
）

に
田
上
市
長
へ
、令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
向

け
て
の
政
策
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
求
書
は
、市
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
や

市
長
が
令
和
元
年
度「
施
政
方
針
」で
掲
げ
た
、

新
た
な
重
点
プ
ロ
ジェ
ク
ト「
こ
ど
も
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
長
崎×

若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
ま

ち
を
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
ま
ち
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」な
ど
に
関
す
る
要
望
や
人
口

減
少
・
大
型
行
事
・
平
和
問
題
等
を
含
め
て
、従

来
の
内
容
も
踏
襲
し
政
策
要
求
を
大
き
く
８
項
目
に
つ
い
て
提
出
し
ま
し
た
。

　
政
策
要
求
の
回
答
は
、２
月
５
日（
水
）に
受
け
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
主
な
重
点
課
題（
抜
粋
）

⑴
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る
環
境
づ
く
り
と
健
全
な
子
ど
も
を
育
て
る
社

会
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
た
め
に

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」未
設
置
地
区
へ
の
設
置
を
進
め
る
こ
と
。

⑵
高
齢
者
交
通
費
助
成（
70
歳
以
上
）の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
を
図
る
こ
と
。

⑶
仮
称「
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
」の
設
置
に
つ
い
て
は
、地
域
事
情
に

合
わ
せ
て
自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
へ
の
十
分
な
説
明
と
地
域
住
民
へ
の

意
見
を
聴
取
し
十
分
な
理
解
の
も
と
進
め
る
こ
と
。ま
た
、地
域
の
担
い
手

が
少
な
い
小
規
模
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
対
し
て
も
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
。併
せ
て
、自
治
会
加
入
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
に
も
努
め

る
こ
と
。

⑷
企
業
誘
致
で
雇
用
確
保
、定
住
人
口
の
維
持

　
　
将
来
を
担
う
若
年
者
の
県
外
流
出
防
止
策
の
取
り
組
み
を
強
化
・
維
持

す
る
と
と
も
に
、企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
県
と
連
携
を
図
り
、正
規
雇
用
の

拡
大
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

⑸
長
崎
駅
周
辺（
尾
上
町
〜
幸
町
）の
環
境
整
備

　
　
新
市
庁
舎
・
新
た
な
文
化
施
設
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
含
め
た
長
崎
駅
周
辺
整

備
・
新
幹
線
整
備
と
連
続
立
体
交
差
事
業
と
民
間
で
建
設
計
画
の
ス
タ

ジ
ア
ム
等
大
型
事
業
の
建
設
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
先
と
連
携

の
も
と
、完
成
後
の
交
通
体
系
な
ど
十
分
精
査
し
万
全
を
期
す
よ
う
努
め

る
こ
と
。 令

和
２
年
度
「
政
策
要
求
」
を
行
う
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令和２年２月上旬に運行予定のスロープカー前にて

長
崎
市
議
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清  

隆

　
私
に
と
っ
て
、
昨
年
は「
貴
重
な
経
験
と
感
謝
の
年
」で
し
た
、

一
昨
年
３
月
に
市
議
会
議
長
へ
就
任
し
昨
年
の
５
月
１
日
ま
で

の
任
期
で
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
政
府
や
国
会

議
員
へ
の
要
望
活
動
や
各
種
行
事
の
参
加
な
ど
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
又
、
４
月
に
長
崎
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
５
期
目
の
挑
戦

で
皆
さ
ま
方
の
多
大
な
ご
支
援
で
当
選
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
、
感
謝
す
る
の
み
で
す
。

　
長
崎
市
が
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
最
重
要
課
題
は
、
定
住
人

口
減
少
対
策
で
あ
り
抜
本
的
な
対
応
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
一
昨
年
の
人
口
流
出
は
転
出
が
転
入
よ
り
２
，３
７
６
人
多

く
全
国
の
市
町
村
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
崎
市
の
直
近
の
人
口
の
推
移
は
、
平
成
30
年
11
月
１
日

か
ら
令
和
元
年
11
月
１
日
ま
で
の
１
年
間
で
５
，２
６
１
人
減

少
し
て
い
ま
す
の
で
、
長
崎
市
に
及
ぼ
す
財
源
の
影
響
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、①
労
働
力
人
口
の
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響

②
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
子
育
て
・
教
育
へ
の
影
響

　
③
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
医
療
・
福
祉
へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
、
長
崎
駅
周
辺
の
整

備
、
交
流
拠
点
施
設
の
建
設
や
市
庁
舎
の
建
て
替
え
な
ど
、

将
来
の
長
崎
の
ま
ち
の
基
盤
を
つ
く
る
施
策
が
待
っ
た
な
し
で

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
議
会
と
し
て
機
能
を
更
に

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
と
も
、
長
崎
市
の
発
展
の
た
め
、
市
政
の
活
性
化
を
目

指
す
と
共
に
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
生

ま
れ
育
っ
た
長
崎
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、

住
み
た
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
郷
土
長
崎
の
発
展
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方

の
旧
に
倍
す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
良
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
皆
様
方
に
は
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
と
な
っ
た
昨
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
り
８
月
の
九
州
北
部

の
集
中
豪
雨
、
９
月
に
は
千
葉
県
周
辺
に
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
台
風
15

号
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
市
も
昭
和
57
年
７
月
23
日
に
集
中
豪
雨
に
よ
り
死
者
・
行
方
不
明

者
２
９
９
名
の
長
崎
大
水
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
、そ
の
当
時
を
知
る
市
民
・

議
員
・
職
員
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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市
民
ク
ラ
ブ
は
、令
和
元
年
10
月
18
日（
金
）

に
田
上
市
長
へ
、令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
向

け
て
の
政
策
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
求
書
は
、市
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
や

市
長
が
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和
元
年
度「
施
政
方
針
」で
掲
げ
た
、

新
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プ
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こ
ど
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長
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政
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項
目
に
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提
出
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し
た
。

　
政
策
要
求
の
回
答
は
、２
月
５
日（
水
）に
受
け
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
主
な
重
点
課
題（
抜
粋
）

⑴
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る
環
境
づ
く
り
と
健
全
な
子
ど
も
を
育
て
る
社

会
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
た
め
に

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」未
設
置
地
区
へ
の
設
置
を
進
め
る
こ
と
。

⑵
高
齢
者
交
通
費
助
成（
70
歳
以
上
）の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
を
図
る
こ
と
。

⑶
仮
称「
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
」の
設
置
に
つ
い
て
は
、地
域
事
情
に

合
わ
せ
て
自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
へ
の
十
分
な
説
明
と
地
域
住
民
へ
の

意
見
を
聴
取
し
十
分
な
理
解
の
も
と
進
め
る
こ
と
。ま
た
、地
域
の
担
い
手

が
少
な
い
小
規
模
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
対
し
て
も
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
。併
せ
て
、自
治
会
加
入
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
に
も
努
め

る
こ
と
。

⑷
企
業
誘
致
で
雇
用
確
保
、定
住
人
口
の
維
持

　
　
将
来
を
担
う
若
年
者
の
県
外
流
出
防
止
策
の
取
り
組
み
を
強
化
・
維
持

す
る
と
と
も
に
、企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
県
と
連
携
を
図
り
、正
規
雇
用
の

拡
大
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

⑸
長
崎
駅
周
辺（
尾
上
町
〜
幸
町
）の
環
境
整
備

　
　
新
市
庁
舎
・
新
た
な
文
化
施
設
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
含
め
た
長
崎
駅
周
辺
整

備
・
新
幹
線
整
備
と
連
続
立
体
交
差
事
業
と
民
間
で
建
設
計
画
の
ス
タ

ジ
ア
ム
等
大
型
事
業
の
建
設
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
先
と
連
携

の
も
と
、完
成
後
の
交
通
体
系
な
ど
十
分
精
査
し
万
全
を
期
す
よ
う
努
め

る
こ
と
。 令

和
２
年
度
「
政
策
要
求
」
を
行
う



　
長
崎
市
議
会
・
令
和
元
年
11
月
定
例
会
は
、
11
月
26
日（
火
）か
ら

12
月
13
日（
金
）ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
総
額
25
億
円
、
条
例
案
な
ど
93
議
案

が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
閉
会
日
の
本
会
議
に
急
き
ょ
、

市
長
よ
り
市
立
仁
田
佐
古
小
学
校
の
新
校
舎
の
併
用
開
始
時
期
を
来

年
１
月
８
日
か
ら
２
月
下
旬
へ
延
長
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
市
長
よ

り「
前
代
未
聞
の
事
態
と
な
り
申
し
訳
な
い
」と
謝
罪
が
あ
り
ま
し
た

が
、
併
用
開
始
時
期
が
延
長
さ
れ
た
大
き
な
要
因
は
、
市
と
施
工
業

者
と
の
工
程
管
理
ミ
ス
・
市
役
所
内
の
連
携
不
足
で
あ
り
、
委
員
会
で

は
批
判
が
相
次
い
だ
が
、
再
発
防
止
策
を
要
請
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
提
案
の「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求

め
る
意
見
書
」「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
推
進
に
対
す
る
慎
重
な
検
討
を
求
め
る

意
見
書
」は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
11
月
議
会

一般会計補正予算（総額：約25億円）　　
93議案を可決・同意！

一般会計補正予算（総額：約25億円）　　
93議案を可決・同意！

◆
財
産
管
理
費

　
建
物
等
維
持
補
修
費

…

１
，５
７
３
万
２
千
円

　市
有
施
設
の
改
修
に
か
か
る

経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

・ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
改
修

◆
地
域
生
活
支
援
費

　
移
動
支
援
費…

８
６
０
万
８
千
円

　障
害
者
の
移
動
支
援
に
お
い

て
、利
用
者
数
の
増
加
な
ど
か
ら

当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
給
付

費
に
つ
い
て
増
額
す
る
も
の
。

◆
障
害
者
保
健
医
療
対
策
費

　
更
生
医
療
給
付
費

…

６
，８
８
４
万
６
千
円

　障
害
者
の
更
生
医
療
に
お
い

て
、給
付
件
数
の
増
加
な
ど
か
ら

当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
給
付

費
に
つ
い
て
増
額
す
る
も
の
。

◆
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
）…

６
，４
０
０
万
円

　小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
の
施
設
整
備
に
対
し
助

成
す
る
も
の
。

 

・ 

西
町（
１
施
設
）

定
員
：
登
録
29
人
、通
い
18
人
、

泊
ま
り
９
人

 
・ 
高
島
町（
１
施
設
）

定
員
：
登
録
18
人
、通
い
12
人
、

泊
ま
り
６
人

◆
子
育
て
支
援
環
境
整
備
費

…

２
，２
８
３
万
３
千
円

①
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
実
施
事

業
費
補
助
金…

４
９
７
万
１
千
円

　延
長
保
育
を
実
施
す
る
保
育

所
等
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い

て
、事
業
に
係
る
補
助
基
準
額
の

改
定
に
係
る
経
費
を
増
額
す
る

も
の
。

g

当
初
予
算
額

…

１
億
５
，６
９
８
万
４
千
円

　
暴
力
を
振
る
う
、
食
事
を
与
え
な
い
等
の
行
為
に
よ
っ
て
保
護
者
が
我

が
子
を
死
に
追
い
や
る
と
いっ
た
深
刻
な
児
童
虐
待
事
件
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
国
は
虐
待
の
発
生
防
止
、
早
期

発
見
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
悲
惨
な
児
童
虐
待
は
依

然
と
し
て
発
生
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
２
０
１
８
年
３
月
の
東
京
都
目
黒
区
で
の
女
児
虐
待
死
事
件

を
受
け
、
政
府
は
同
年
７
月
に
緊
急
総
合
対
策
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
９
年
１
月
に
千
葉
県
野
田
市
で
再
び
痛
ま
し
い
児
童

虐
待
死
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
児
童
相
談
所
、
学
校
、
教
育
委
員
会

及
び
警
察
も
把
握
し
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
救
え
な
か
っ
た
の
か
、
悔
や
ま

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
、
同
年
６
月
19
日
、
児
童
の
し
つ
け
に
際
し
体
罰
を
加
え
る

こ
と
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
な
ど
を
図
る

児
童
福
祉
法
等
改
正
案
が
成
立
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
法
案
が
成
立
し
た
６
月
に
も
札
幌
市
で
児
童
虐
待

に
よ
っ
て
衰
弱
死
す
る
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を

絶
た
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む
よ
う
強

く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１
．
学
校
に
お
け
る
虐
待
防
止
体
制
の
構
築
や
警
察
と
の
連
携
強
化
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
配
置
の
た
め
の
財

政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

２
．
虐
待
防
止
の
た
め
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
全
て
の
都
道
府
県
・
市

町
村
で
速
や
か
に
構
築
で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
全
国

統
一
の
運
用
ル
ー
ル
や
基
準
を
国
に
お
い
て
速
や
か
に
定
め
る
こ
と
。

３
．Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
を
行
う
婦
人
相
談
所
等
に
お
い
て
は
、
児
童
虐
待

を
発
見
し
や
す
い
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る

情
報
を
得
た
場
合
は
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る
な
ど
、
児
童
虐
待
の

早
期
発
見
・
支
援
の
た
め
、
児
童
相
談
所
と
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
を
行

う
婦
人
相
談
所
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
の
双
方

か
ら
親
子
を
護
る
体
制
強
化
を
進
め
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
令
和
元
年
12
月
13
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
市
議
会

　
温
泉
・
宿
泊
施
設
「
野
母
崎
炭
酸
温
泉
ア

レ
ガ
軍
艦
島
」
を
民
間
へ
売
却
す
る
た
め
に
公

募
で
、11
月
８
日
か
ら
12
月
７
日
の
１
か
月
間
、

申
し
込
み
受
付
を
行
い
２
事
業
者
が
手
を
挙
げ

て
い
ま
し
た
が
、「
審
査
か
ら
仮
契
約
ま
で
の

時
間
が
短
い
」「
ボ
イ
ラ
ー
や
電
気
設
備
の
業

務
を
引
き
継
ぐ
時
間
が
な
い
」
と
の
理
由
で
辞

退
さ
れ
、
売
却
先
が
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
長
崎
市
は
公
募
が
な
か
っ
た
事
を
受
け
、
11

月
の
現
地
説
明
会
に
参
加
し
た
５
社
か
ら
詳
し

い
辞
退
理
由
を
聞
き
、
条
件
面
を
再
検
討
し
、

募
集
条
件
な
ど
を
見
直
し
た
上
で
、
売
却
先

を
再
公
募
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　「
ア
レ
ガ
軍
艦
島
」
は
、
12
月
末
で
公
の
施

設
と
し
て
閉
館
し
、
現
在
の
指
定
管
理
者
の

運
営
も
終
了
す
る
。
売
却
先
が
決
ま
る
ま
で

は
市
が
設
備
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
一
般
型
一
時
預
か
り
費
補
助
金

…

１
９
５
万
３
千
円

　就
学
前
児
童（
非
在
園
児
）の
一

時
預
か
り
を
実
施
す
る
保
育
所

等
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、事

業
に
か
か
る
補
助
基
準
額
の
改
定

に
係
る
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

g

当
初
予
算
額

…

３
，９
３
７
万
６
千
円

③
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
費
補
助
金

…

１
，５
９
０
万
９
千
円

　教
育
時
間
終
了
後
の
在
園
児

預
か
り
を
実
施
す
る
幼
稚
園
等

に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、新
た

に
開
所
時
間
が
長
い
施
設
等
に
加

算
す
る
制
度
が
追
加
さ
れ
た
た

め
、そ
の
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

g

当
初
予
算
額

…

５
，８
６
９
万
３
千
円

◆
恐
竜
博
物
館
整
備
事
業
費

　
恐
竜
博
物
館
建
設

…

１
億
１
，９
８
０
万
円

　現
在
建
設
中
の
恐
竜
博
物
館

に
お
い
て
、土
質
調
査
の
結
果
に

基
づ
き
杭
工
事
費
を
追
加
す
る

と
と
も
に
、一
部
２
階
設
置
や
１

階
通
路
の
拡
幅
に
よ
る
増
床
等
に

係
る
工
事
費
を
増
額
す
る
も
の
。

◆
市
営
住
宅
管
理
費

…

２
９
５
万
２
千
円

　令
和
２
年
４
月
か
ら
全
市
域

の
市
営
住
宅
を
指
定
管
理
者
制

度
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、市
営
住

宅
指
定
管
理
者
事
務
所
を
設
置

す
る
た
め
の
経
費
を
増
額
す
る

も
の
。

設
置
場
所

　南
総
合
事
務
所

　
　
　
　
　三
重
地
域
セ
ン
タ
ー

主
な
予
算
の
内
容

主
な
予
算
の
内
容

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

令和２年２月上旬運行開始予定
稲佐山公園（スロープカー整備）事業

１．整備目的
　平成24年10月の世界新三大夜景都市認定を受け、稲佐山公園の山頂展望台への来訪者増加に適切に対応
するため、中腹駐車場から山頂までのアクセス向上を目的に「長崎稲佐山スロープカー」を整備するもの。

２．工事概要
　事業期間：平成28年度～令和元年度
　事業計画：スロープカー整備（延長約500m）、駅舎などの整備
　総事業費：20億4,400万円

３．スロープカー施設概要
〈施設内容〉
　①延　　　長：500メートル
　②車　　　両：40人／両×２両連結＝最大乗車80人
　③レ ー ン 数：２レーン
　④最大輸送数：960人／時間／往復【片道480人／時間】
　⑤片道所要時間：約８分（運行速度　約80ｍ／分）
　⑥駅　　　舎：２箇所（中腹駅、山頂駅）
〈運行時間〉　 9：00～22：00
　　　　　　昼間　9：00～18：00（１レーン使用）・夜間　18：00～22：00（２レーン使用）
〈運行間隔〉　昼間　20分（１レーン使用）・夜間　15分（２レーン使用）
〈運 行 日〉　通年（但し、高圧電気点検のため１日休止）

４．スロープカー利用料金
g一般（※１）：15歳以上の者（高等学
校及び中学校の生徒を除く）をいう。
g小児（※２）：１歳以上12歳以下の
者（中学校の生徒を除く）をいう。
g保護者が同伴する１歳以上６歳未満
の者の料金は、保護者１人につき
１人を無料とする。

区　分
個　人

片道
300円
220円
150円

往復
500円
370円
250円

団体（15人以上）
片道
240円
170円
120円

往復
400円
290円
200円

一般（※1）
高等学校又は中学校の生徒

小児（※2）

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

「
ア
レ
ガ
軍
艦
島
」
売
却
先
決
ま
ら
ず



　長
崎
市
議
会
・
令
和
元
年
11
月
定
例
会
は
、
11
月
26
日（
火
）か
ら

12
月
13
日（
金
）ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　一般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
総
額
25
億
円
、
条
例
案
な
ど
93
議
案

が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
閉
会
日
の
本
会
議
に
急
き
ょ
、

市
長
よ
り
市
立
仁
田
佐
古
小
学
校
の
新
校
舎
の
併
用
開
始
時
期
を
来

年
１
月
８
日
か
ら
２
月
下
旬
へ
延
長
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
市
長
よ

り「
前
代
未
聞
の
事
態
と
な
り
申
し
訳
な
い
」と
謝
罪
が
あ
り
ま
し
た

が
、
併
用
開
始
時
期
が
延
長
さ
れ
た
大
き
な
要
因
は
、
市
と
施
工
業

者
と
の
工
程
管
理
ミ
ス
・
市
役
所
内
の
連
携
不
足
で
あ
り
、
委
員
会
で

は
批
判
が
相
次
い
だ
が
、
再
発
防
止
策
を
要
請
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
会
提
案
の「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求

め
る
意
見
書
」「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
推
進
に
対
す
る
慎
重
な
検
討
を
求
め
る

意
見
書
」は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
11
月
議
会

一般会計補正予算（総額：約25億円）　　
93議案を可決・同意！

一般会計補正予算（総額：約25億円）　　
93議案を可決・同意！

◆
財
産
管
理
費

　建
物
等
維
持
補
修
費

…

１
，５
７
３
万
２
千
円

　
市
有
施
設
の
改
修
に
か
か
る

経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

・ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
改
修

◆
地
域
生
活
支
援
費

　移
動
支
援
費…

８
６
０
万
８
千
円

　
障
害
者
の
移
動
支
援
に
お
い

て
、利
用
者
数
の
増
加
な
ど
か
ら

当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
給
付

費
に
つ
い
て
増
額
す
る
も
の
。

◆
障
害
者
保
健
医
療
対
策
費

　更
生
医
療
給
付
費

…

６
，８
８
４
万
６
千
円

　
障
害
者
の
更
生
医
療
に
お
い

て
、給
付
件
数
の
増
加
な
ど
か
ら

当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
給
付

費
に
つ
い
て
増
額
す
る
も
の
。

◆
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
）…

６
，４
０
０
万
円

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
の
施
設
整
備
に
対
し
助

成
す
る
も
の
。

 

・ 

西
町（
１
施
設
）

定
員
：
登
録
29
人
、通
い
18
人
、

泊
ま
り
９
人

 
・ 
高
島
町（
１
施
設
）

定
員
：
登
録
18
人
、通
い
12
人
、

泊
ま
り
６
人

◆
子
育
て
支
援
環
境
整
備
費

…

２
，２
８
３
万
３
千
円

①
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
実
施
事

業
費
補
助
金…

４
９
７
万
１
千
円

　
延
長
保
育
を
実
施
す
る
保
育

所
等
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い

て
、事
業
に
係
る
補
助
基
準
額
の

改
定
に
係
る
経
費
を
増
額
す
る

も
の
。

g

当
初
予
算
額

…

１
億
５
，６
９
８
万
４
千
円

　暴
力
を
振
る
う
、
食
事
を
与
え
な
い
等
の
行
為
に
よ
っ
て
保
護
者
が
我

が
子
を
死
に
追
い
や
る
と
いっ
た
深
刻
な
児
童
虐
待
事
件
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
国
は
虐
待
の
発
生
防
止
、
早
期

発
見
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
悲
惨
な
児
童
虐
待
は
依

然
と
し
て
発
生
し
続
け
て
い
ま
す
。

　特
に
、
２
０
１
８
年
３
月
の
東
京
都
目
黒
区
で
の
女
児
虐
待
死
事
件

を
受
け
、
政
府
は
同
年
７
月
に
緊
急
総
合
対
策
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
９
年
１
月
に
千
葉
県
野
田
市
で
再
び
痛
ま
し
い
児
童

虐
待
死
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
児
童
相
談
所
、
学
校
、
教
育
委
員
会

及
び
警
察
も
把
握
し
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
救
え
な
か
っ
た
の
か
、
悔
や
ま

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
後
、
同
年
６
月
19
日
、
児
童
の
し
つ
け
に
際
し
体
罰
を
加
え
る

こ
と
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
な
ど
を
図
る

児
童
福
祉
法
等
改
正
案
が
成
立
し
て
お
り
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
法
案
が
成
立
し
た
６
月
に
も
札
幌
市
で
児
童
虐
待

に
よ
っ
て
衰
弱
死
す
る
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を

絶
た
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む
よ
う
強

く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１
．
学
校
に
お
け
る
虐
待
防
止
体
制
の
構
築
や
警
察
と
の
連
携
強
化
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
配
置
の
た
め
の
財

政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

２
．
虐
待
防
止
の
た
め
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
全
て
の
都
道
府
県
・
市

町
村
で
速
や
か
に
構
築
で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
全
国

統
一
の
運
用
ル
ー
ル
や
基
準
を
国
に
お
い
て
速
や
か
に
定
め
る
こ
と
。

３
．Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
を
行
う
婦
人
相
談
所
等
に
お
い
て
は
、
児
童
虐
待

を
発
見
し
や
す
い
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る

情
報
を
得
た
場
合
は
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る
な
ど
、
児
童
虐
待
の

早
期
発
見
・
支
援
の
た
め
、
児
童
相
談
所
と
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
を
行

う
婦
人
相
談
所
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
の
双
方

か
ら
親
子
を
護
る
体
制
強
化
を
進
め
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　令
和
元
年
12
月
13
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
崎
市
議
会

　温
泉
・
宿
泊
施
設
「
野
母
崎
炭
酸
温
泉
ア

レ
ガ
軍
艦
島
」
を
民
間
へ
売
却
す
る
た
め
に
公

募
で
、11
月
８
日
か
ら
12
月
７
日
の
１
か
月
間
、

申
し
込
み
受
付
を
行
い
２
事
業
者
が
手
を
挙
げ

て
い
ま
し
た
が
、「
審
査
か
ら
仮
契
約
ま
で
の

時
間
が
短
い
」「
ボ
イ
ラ
ー
や
電
気
設
備
の
業

務
を
引
き
継
ぐ
時
間
が
な
い
」
と
の
理
由
で
辞

退
さ
れ
、
売
却
先
が
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　長
崎
市
は
公
募
が
な
か
っ
た
事
を
受
け
、
11

月
の
現
地
説
明
会
に
参
加
し
た
５
社
か
ら
詳
し

い
辞
退
理
由
を
聞
き
、
条
件
面
を
再
検
討
し
、

募
集
条
件
な
ど
を
見
直
し
た
上
で
、
売
却
先

を
再
公
募
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　「ア
レ
ガ
軍
艦
島
」
は
、
12
月
末
で
公
の
施

設
と
し
て
閉
館
し
、
現
在
の
指
定
管
理
者
の

運
営
も
終
了
す
る
。
売
却
先
が
決
ま
る
ま
で

は
市
が
設
備
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
一
般
型
一
時
預
か
り
費
補
助
金

…

１
９
５
万
３
千
円

　
就
学
前
児
童（
非
在
園
児
）の
一

時
預
か
り
を
実
施
す
る
保
育
所

等
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、事

業
に
か
か
る
補
助
基
準
額
の
改
定

に
係
る
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

g

当
初
予
算
額

…

３
，９
３
７
万
６
千
円

③
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
費
補
助
金

…

１
，５
９
０
万
９
千
円

　
教
育
時
間
終
了
後
の
在
園
児

預
か
り
を
実
施
す
る
幼
稚
園
等

に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、新
た

に
開
所
時
間
が
長
い
施
設
等
に
加

算
す
る
制
度
が
追
加
さ
れ
た
た

め
、そ
の
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

g

当
初
予
算
額

…

５
，８
６
９
万
３
千
円

◆
恐
竜
博
物
館
整
備
事
業
費

　恐
竜
博
物
館
建
設

…

１
億
１
，９
８
０
万
円

　
現
在
建
設
中
の
恐
竜
博
物
館

に
お
い
て
、土
質
調
査
の
結
果
に

基
づ
き
杭
工
事
費
を
追
加
す
る

と
と
も
に
、一
部
２
階
設
置
や
１

階
通
路
の
拡
幅
に
よ
る
増
床
等
に

係
る
工
事
費
を
増
額
す
る
も
の
。

◆
市
営
住
宅
管
理
費

…

２
９
５
万
２
千
円

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
全
市
域

の
市
営
住
宅
を
指
定
管
理
者
制

度
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、市
営
住

宅
指
定
管
理
者
事
務
所
を
設
置

す
る
た
め
の
経
費
を
増
額
す
る

も
の
。

設
置
場
所

　
南
総
合
事
務
所

　
　
　
　
　
三
重
地
域
セ
ン
タ
ー

主
な
予
算
の
内
容

主
な
予
算
の
内
容

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

令和２年２月上旬運行開始予定
稲佐山公園（スロープカー整備）事業

１．整備目的
　平成24年10月の世界新三大夜景都市認定を受け、稲佐山公園の山頂展望台への来訪者増加に適切に対応
するため、中腹駐車場から山頂までのアクセス向上を目的に「長崎稲佐山スロープカー」を整備するもの。

２．工事概要
　事業期間：平成28年度～令和元年度
　事業計画：スロープカー整備（延長約500m）、駅舎などの整備
　総事業費：20億4,400万円

３．スロープカー施設概要
〈施設内容〉
　①延　　　長：500メートル
　②車　　　両：40人／両×２両連結＝最大乗車80人
　③レ ー ン 数：２レーン
　④最大輸送数：960人／時間／往復【片道480人／時間】
　⑤片道所要時間：約８分（運行速度　約80ｍ／分）
　⑥駅　　　舎：２箇所（中腹駅、山頂駅）
〈運行時間〉　 9：00～22：00
　　　　　　昼間　9：00～18：00（１レーン使用）・夜間　18：00～22：00（２レーン使用）
〈運行間隔〉　昼間　20分（１レーン使用）・夜間　15分（２レーン使用）
〈運 行 日〉　通年（但し、高圧電気点検のため１日休止）

４．スロープカー利用料金
g一般（※１）：15歳以上の者（高等学
校及び中学校の生徒を除く）をいう。
g小児（※２）：１歳以上12歳以下の
者（中学校の生徒を除く）をいう。
g保護者が同伴する１歳以上６歳未満
の者の料金は、保護者１人につき
１人を無料とする。

区　分
個　人

片道
300円
220円
150円

往復
500円
370円
250円

団体（15人以上）
片道
240円
170円
120円

往復
400円
290円
200円

一般（※1）
高等学校又は中学校の生徒

小児（※2）

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

「
ア
レ
ガ
軍
艦
島
」
売
却
先
決
ま
ら
ず
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長崎市議会議員

令和２年２月上旬に運行予定のスロープカー前にて

長
崎
市
議
会
議
員

　
五  

輪  

清  

隆

　
私
に
と
っ
て
、
昨
年
は「
貴
重
な
経
験
と
感
謝
の
年
」で
し
た
、

一
昨
年
３
月
に
市
議
会
議
長
へ
就
任
し
昨
年
の
５
月
１
日
ま
で

の
任
期
で
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
政
府
や
国
会

議
員
へ
の
要
望
活
動
や
各
種
行
事
の
参
加
な
ど
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
又
、
４
月
に
長
崎
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
５
期
目
の
挑
戦

で
皆
さ
ま
方
の
多
大
な
ご
支
援
で
当
選
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
、
感
謝
す
る
の
み
で
す
。

　
長
崎
市
が
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
最
重
要
課
題
は
、
定
住
人

口
減
少
対
策
で
あ
り
抜
本
的
な
対
応
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

一
昨
年
の
人
口
流
出
は
転
出
が
転
入
よ
り
２
，３
７
６
人
多

く
全
国
の
市
町
村
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
崎
市
の
直
近
の
人
口
の
推
移
は
、
平
成
30
年
11
月
１
日

か
ら
令
和
元
年
11
月
１
日
ま
で
の
１
年
間
で
５
，２
６
１
人
減

少
し
て
い
ま
す
の
で
、
長
崎
市
に
及
ぼ
す
財
源
の
影
響
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、①
労
働
力
人
口
の
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響

②
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
子
育
て
・
教
育
へ
の
影
響

　
③
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
医
療
・
福
祉
へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
、
長
崎
駅
周
辺
の
整

備
、
交
流
拠
点
施
設
の
建
設
や
市
庁
舎
の
建
て
替
え
な
ど
、

将
来
の
長
崎
の
ま
ち
の
基
盤
を
つ
く
る
施
策
が
待
っ
た
な
し
で

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
議
会
と
し
て
機
能
を
更
に

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
と
も
、
長
崎
市
の
発
展
の
た
め
、
市
政
の
活
性
化
を
目

指
す
と
共
に
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
生

ま
れ
育
っ
た
長
崎
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、

住
み
た
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
郷
土
長
崎
の
発
展
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方

の
旧
に
倍
す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
良
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
皆
様
方
に
は
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
と
な
っ
た
昨
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
り
８
月
の
九
州
北
部

の
集
中
豪
雨
、
９
月
に
は
千
葉
県
周
辺
に
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
台
風
15

号
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
市
も
昭
和
57
年
７
月
23
日
に
集
中
豪
雨
に
よ
り
死
者
・
行
方
不
明

者
２
９
９
名
の
長
崎
大
水
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
、そ
の
当
時
を
知
る
市
民
・

議
員
・
職
員
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

11月1日　組合研修で市政報告11月3日　地域の秋まつり 10月14日　市民体育・レクリェーション（ボウリング競技会）

11月17日　ハートセンター文化祭11月24日　フランシスコ教皇様の集いに参列 11月9日　ながさき自治振興推進大会

10～12月　活動のあゆみ

い
つ
わ
清
隆
の
主
な
役
職

【
議
会
】

g

建
設
水
道
委
員
会
委
員

g

議
会
運
営
委
員
会
委
員

g

長
崎
市
議
会
核
兵
器
廃
絶
議

員
連
盟
会
長

g

長
崎
市
議
会
大
村
湾
横
断
浮
橋

架
橋
推
進
議
員
連
盟
副
会
長

【
行
政
】

g

長
崎
市
行
政
改
革
審
議
会
委
員

【
党
務
】

g

国
民
民
主
党
長
崎
県
連
常
任

幹
事

g

国
民
民
主
党
長
崎
県
第
１
区

総
支
部
常
任
幹
事

【
地
域
】

g

女
の
都
自
治
会
会
長

g

西
浦
上
東
部
地
区
自
治
連
合

会
副
会
長

g

女
の
都
地
区
青
少
年
育
成
協

議
会
顧
問

g

長
崎
市
消
防
団
第
三
分
団
後

援
会
副
会
長

g

長
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
西

浦
上
東
部
支
部
副
支
部
長

【
そ
の
他
】

g

長
崎
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
長

g

瓊
浦
学
園
評
議
員

　
市
民
ク
ラ
ブ
は
、令
和
元
年
10
月
18
日（
金
）

に
田
上
市
長
へ
、令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
向

け
て
の
政
策
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
求
書
は
、市
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
や

市
長
が
令
和
元
年
度「
施
政
方
針
」で
掲
げ
た
、

新
た
な
重
点
プ
ロ
ジェ
ク
ト「
こ
ど
も
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
長
崎×

若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
ま

ち
を
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
ま
ち
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」な
ど
に
関
す
る
要
望
や
人
口

減
少
・
大
型
行
事
・
平
和
問
題
等
を
含
め
て
、従

来
の
内
容
も
踏
襲
し
政
策
要
求
を
大
き
く
８
項
目
に
つ
い
て
提
出
し
ま
し
た
。

　
政
策
要
求
の
回
答
は
、２
月
５
日（
水
）に
受
け
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
主
な
重
点
課
題（
抜
粋
）

⑴
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る
環
境
づ
く
り
と
健
全
な
子
ど
も
を
育
て
る
社

会
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
た
め
に

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」未
設
置
地
区
へ
の
設
置
を
進
め
る
こ
と
。

⑵
高
齢
者
交
通
費
助
成（
70
歳
以
上
）の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
を
図
る
こ
と
。

⑶
仮
称「
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
」の
設
置
に
つ
い
て
は
、地
域
事
情
に

合
わ
せ
て
自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
へ
の
十
分
な
説
明
と
地
域
住
民
へ
の

意
見
を
聴
取
し
十
分
な
理
解
の
も
と
進
め
る
こ
と
。ま
た
、地
域
の
担
い
手

が
少
な
い
小
規
模
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
対
し
て
も
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
。併
せ
て
、自
治
会
加
入
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
に
も
努
め

る
こ
と
。

⑷
企
業
誘
致
で
雇
用
確
保
、定
住
人
口
の
維
持

　
　
将
来
を
担
う
若
年
者
の
県
外
流
出
防
止
策
の
取
り
組
み
を
強
化
・
維
持

す
る
と
と
も
に
、企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
県
と
連
携
を
図
り
、正
規
雇
用
の

拡
大
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

⑸
長
崎
駅
周
辺（
尾
上
町
〜
幸
町
）の
環
境
整
備

　
　
新
市
庁
舎
・
新
た
な
文
化
施
設
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
含
め
た
長
崎
駅
周
辺
整

備
・
新
幹
線
整
備
と
連
続
立
体
交
差
事
業
と
民
間
で
建
設
計
画
の
ス
タ

ジ
ア
ム
等
大
型
事
業
の
建
設
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
先
と
連
携

の
も
と
、完
成
後
の
交
通
体
系
な
ど
十
分
精
査
し
万
全
を
期
す
よ
う
努
め

る
こ
と
。 令

和
２
年
度
「
政
策
要
求
」
を
行
う



　長
崎
市
議
会
・
令
和
元
年
11
月
定
例
会
は
、
11
月
26
日（
火
）か
ら

12
月
13
日（
金
）ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　一般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
総
額
25
億
円
、
条
例
案
な
ど
93
議
案

が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
閉
会
日
の
本
会
議
に
急
き
ょ
、

市
長
よ
り
市
立
仁
田
佐
古
小
学
校
の
新
校
舎
の
併
用
開
始
時
期
を
来

年
１
月
８
日
か
ら
２
月
下
旬
へ
延
長
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
市
長
よ

り「
前
代
未
聞
の
事
態
と
な
り
申
し
訳
な
い
」と
謝
罪
が
あ
り
ま
し
た

が
、
併
用
開
始
時
期
が
延
長
さ
れ
た
大
き
な
要
因
は
、
市
と
施
工
業

者
と
の
工
程
管
理
ミ
ス
・
市
役
所
内
の
連
携
不
足
で
あ
り
、
委
員
会
で

は
批
判
が
相
次
い
だ
が
、
再
発
防
止
策
を
要
請
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
会
提
案
の「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求

め
る
意
見
書
」「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
推
進
に
対
す
る
慎
重
な
検
討
を
求
め
る

意
見
書
」は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
11
月
議
会

一般会計補正予算（総額：約25億円）　　
93議案を可決・同意！

一般会計補正予算（総額：約25億円）　　
93議案を可決・同意！

◆
財
産
管
理
費

　建
物
等
維
持
補
修
費

…

１
，５
７
３
万
２
千
円

　
市
有
施
設
の
改
修
に
か
か
る

経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

・ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
改
修

◆
地
域
生
活
支
援
費

　移
動
支
援
費…

８
６
０
万
８
千
円

　
障
害
者
の
移
動
支
援
に
お
い

て
、利
用
者
数
の
増
加
な
ど
か
ら

当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
給
付

費
に
つ
い
て
増
額
す
る
も
の
。

◆
障
害
者
保
健
医
療
対
策
費

　更
生
医
療
給
付
費

…

６
，８
８
４
万
６
千
円

　
障
害
者
の
更
生
医
療
に
お
い

て
、給
付
件
数
の
増
加
な
ど
か
ら

当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
給
付

費
に
つ
い
て
増
額
す
る
も
の
。

◆
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
）…

６
，４
０
０
万
円

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
の
施
設
整
備
に
対
し
助

成
す
る
も
の
。

 

・ 

西
町（
１
施
設
）

定
員
：
登
録
29
人
、通
い
18
人
、

泊
ま
り
９
人

 
・ 
高
島
町（
１
施
設
）

定
員
：
登
録
18
人
、通
い
12
人
、

泊
ま
り
６
人

◆
子
育
て
支
援
環
境
整
備
費

…

２
，２
８
３
万
３
千
円

①
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
実
施
事

業
費
補
助
金…

４
９
７
万
１
千
円

　
延
長
保
育
を
実
施
す
る
保
育

所
等
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い

て
、事
業
に
係
る
補
助
基
準
額
の

改
定
に
係
る
経
費
を
増
額
す
る

も
の
。

g

当
初
予
算
額

…

１
億
５
，６
９
８
万
４
千
円

　暴
力
を
振
る
う
、
食
事
を
与
え
な
い
等
の
行
為
に
よ
っ
て
保
護
者
が
我

が
子
を
死
に
追
い
や
る
と
いっ
た
深
刻
な
児
童
虐
待
事
件
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
国
は
虐
待
の
発
生
防
止
、
早
期

発
見
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
悲
惨
な
児
童
虐
待
は
依

然
と
し
て
発
生
し
続
け
て
い
ま
す
。

　特
に
、
２
０
１
８
年
３
月
の
東
京
都
目
黒
区
で
の
女
児
虐
待
死
事
件

を
受
け
、
政
府
は
同
年
７
月
に
緊
急
総
合
対
策
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
９
年
１
月
に
千
葉
県
野
田
市
で
再
び
痛
ま
し
い
児
童

虐
待
死
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
児
童
相
談
所
、
学
校
、
教
育
委
員
会

及
び
警
察
も
把
握
し
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
救
え
な
か
っ
た
の
か
、
悔
や
ま

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
後
、
同
年
６
月
19
日
、
児
童
の
し
つ
け
に
際
し
体
罰
を
加
え
る

こ
と
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
な
ど
を
図
る

児
童
福
祉
法
等
改
正
案
が
成
立
し
て
お
り
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
法
案
が
成
立
し
た
６
月
に
も
札
幌
市
で
児
童
虐
待

に
よ
っ
て
衰
弱
死
す
る
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を

絶
た
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む
よ
う
強

く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１
．
学
校
に
お
け
る
虐
待
防
止
体
制
の
構
築
や
警
察
と
の
連
携
強
化
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
配
置
の
た
め
の
財

政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

２
．
虐
待
防
止
の
た
め
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
全
て
の
都
道
府
県
・
市

町
村
で
速
や
か
に
構
築
で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
全
国

統
一
の
運
用
ル
ー
ル
や
基
準
を
国
に
お
い
て
速
や
か
に
定
め
る
こ
と
。

３
．Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
を
行
う
婦
人
相
談
所
等
に
お
い
て
は
、
児
童
虐
待

を
発
見
し
や
す
い
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る

情
報
を
得
た
場
合
は
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る
な
ど
、
児
童
虐
待
の

早
期
発
見
・
支
援
の
た
め
、
児
童
相
談
所
と
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
を
行

う
婦
人
相
談
所
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
の
双
方

か
ら
親
子
を
護
る
体
制
強
化
を
進
め
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　令
和
元
年
12
月
13
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
崎
市
議
会

　温
泉
・
宿
泊
施
設
「
野
母
崎
炭
酸
温
泉
ア

レ
ガ
軍
艦
島
」
を
民
間
へ
売
却
す
る
た
め
に
公

募
で
、11
月
８
日
か
ら
12
月
７
日
の
１
か
月
間
、

申
し
込
み
受
付
を
行
い
２
事
業
者
が
手
を
挙
げ

て
い
ま
し
た
が
、「
審
査
か
ら
仮
契
約
ま
で
の

時
間
が
短
い
」「
ボ
イ
ラ
ー
や
電
気
設
備
の
業

務
を
引
き
継
ぐ
時
間
が
な
い
」
と
の
理
由
で
辞

退
さ
れ
、
売
却
先
が
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　長
崎
市
は
公
募
が
な
か
っ
た
事
を
受
け
、
11

月
の
現
地
説
明
会
に
参
加
し
た
５
社
か
ら
詳
し

い
辞
退
理
由
を
聞
き
、
条
件
面
を
再
検
討
し
、

募
集
条
件
な
ど
を
見
直
し
た
上
で
、
売
却
先

を
再
公
募
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　「ア
レ
ガ
軍
艦
島
」
は
、
12
月
末
で
公
の
施

設
と
し
て
閉
館
し
、
現
在
の
指
定
管
理
者
の

運
営
も
終
了
す
る
。
売
却
先
が
決
ま
る
ま
で

は
市
が
設
備
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
一
般
型
一
時
預
か
り
費
補
助
金

…

１
９
５
万
３
千
円

　
就
学
前
児
童（
非
在
園
児
）の
一

時
預
か
り
を
実
施
す
る
保
育
所

等
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、事

業
に
か
か
る
補
助
基
準
額
の
改
定

に
係
る
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

g

当
初
予
算
額

…

３
，９
３
７
万
６
千
円

③
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
費
補
助
金

…

１
，５
９
０
万
９
千
円

　
教
育
時
間
終
了
後
の
在
園
児

預
か
り
を
実
施
す
る
幼
稚
園
等

に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、新
た

に
開
所
時
間
が
長
い
施
設
等
に
加

算
す
る
制
度
が
追
加
さ
れ
た
た

め
、そ
の
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

g

当
初
予
算
額

…

５
，８
６
９
万
３
千
円

◆
恐
竜
博
物
館
整
備
事
業
費

　恐
竜
博
物
館
建
設

…

１
億
１
，９
８
０
万
円

　
現
在
建
設
中
の
恐
竜
博
物
館

に
お
い
て
、土
質
調
査
の
結
果
に

基
づ
き
杭
工
事
費
を
追
加
す
る

と
と
も
に
、一
部
２
階
設
置
や
１

階
通
路
の
拡
幅
に
よ
る
増
床
等
に

係
る
工
事
費
を
増
額
す
る
も
の
。

◆
市
営
住
宅
管
理
費

…

２
９
５
万
２
千
円

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
全
市
域

の
市
営
住
宅
を
指
定
管
理
者
制

度
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、市
営
住

宅
指
定
管
理
者
事
務
所
を
設
置

す
る
た
め
の
経
費
を
増
額
す
る

も
の
。

設
置
場
所

　
南
総
合
事
務
所

　
　
　
　
　
三
重
地
域
セ
ン
タ
ー

主
な
予
算
の
内
容

主
な
予
算
の
内
容

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

令和２年２月上旬運行開始予定
稲佐山公園（スロープカー整備）事業

１．整備目的
　平成24年10月の世界新三大夜景都市認定を受け、稲佐山公園の山頂展望台への来訪者増加に適切に対応
するため、中腹駐車場から山頂までのアクセス向上を目的に「長崎稲佐山スロープカー」を整備するもの。

２．工事概要
　事業期間：平成28年度～令和元年度
　事業計画：スロープカー整備（延長約500m）、駅舎などの整備
　総事業費：20億4,400万円

３．スロープカー施設概要
〈施設内容〉
　①延　　　長：500メートル
　②車　　　両：40人／両×２両連結＝最大乗車80人
　③レ ー ン 数：２レーン
　④最大輸送数：960人／時間／往復【片道480人／時間】
　⑤片道所要時間：約８分（運行速度　約80ｍ／分）
　⑥駅　　　舎：２箇所（中腹駅、山頂駅）
〈運行時間〉　 9：00～22：00
　　　　　　昼間　9：00～18：00（１レーン使用）・夜間　18：00～22：00（２レーン使用）
〈運行間隔〉　昼間　20分（１レーン使用）・夜間　15分（２レーン使用）
〈運 行 日〉　通年（但し、高圧電気点検のため１日休止）

４．スロープカー利用料金
g一般（※１）：15歳以上の者（高等学
校及び中学校の生徒を除く）をいう。

g小児（※２）：１歳以上12歳以下の
者（中学校の生徒を除く）をいう。

g保護者が同伴する１歳以上６歳未満
の者の料金は、保護者１人につき
１人を無料とする。

区　分
個　人

片道
300円
220円
150円

往復
500円
370円
250円

団体（15人以上）
片道
240円
170円
120円

往復
400円
290円
200円

一般（※1）
高等学校又は中学校の生徒

小児（※2）
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